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特集

心不全在宅管理 
ケアと治療をつなげる「翻訳」スキル
心不全を抱えた療養者さんが増えています。そして今後、ますます増えることが予
測されています。個別性の高い心不全の治療と管理。それを的確に引き継ぎ、
伝え、その人ならではの療養生活に落とし込んでいくためには、地域〝ハートチー
ム〟の有機的で細やかな動きと伝え合う力、つまり「翻訳する力」が求められます。
本特集では、チームの要となる訪問看護師が押さえておきたい「翻訳」のための
知識・スキルをまとめます。

〝地域ハートチーム〟の未来予想図と、看護師に必要となる
スキル
◉弓野大／伊東紀揮
心不全治療スタンダードを踏まえておきたい
◉鈴木豪
病院医師は「特別訪問看護指示書」を出すべき
◉大森崇史
雪深い北海道の訪問看護師が見ていること、していること
◉樋口秋緒

［コラム］その手があったか！　成功した細やかでしなやかな「生活の工夫」
◉奥山洋平
身体の声を「翻訳」する―事例を通じて
◉小澤敬子
高度管理医療機器を導入しつつ、地域ハートチームの
細やかな管理と連携で看取ったケース
◉村崎佳代子
※一部変更となることがあります。
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編集後記

本 号の製作期間中、どんどんと
新型コロナウイルスの警戒態勢

が強まっていきました。市民には外出自
粛が求められていますが、読者の皆さ
んは地域に出ていくことが必須なお仕
事です。不安や葛藤もあるだろうと想
像します。訪問看護をはじめとした在宅
ケアの仕事は社会に欠かせぬものであ
り、暮らしを支えるインフラです。現場に
立つ皆さんに敬意と感謝の意を申し上
げます。▶今回の特集は「喪失」がテー
マです。感染症の蔓延により、日常性
は喪失したと言っていいのかもしれませ
ん。本号には、今の社会状況で過ご
す人の心のうちを考えるヒントもあるの
ではないかと思います。…小池

弊 社は東京にありますので、私た
ちもできる限りのリモートワーク 

実践中です。このような緊急事態だか
らこそ、連載「訪問看護の夢を叶える
ICT」のこれまでの記事にもあるように、
ICT技術を何かの“代替”としてでは
なく、大切なものを守るために使おうと
いう心持ちが大事だと実感していま
す。…米沢
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